
第77号
３月定例会

令和７年 
５月１日

内容　３月定例会 
　　　令和７年度予算 など

沼田市議会HP

沼田市立池田小学校 
開校１５０周年記念式典

池田小学校が開校１５０周年を迎え、令和７年２月２８日、記念式典が開催されました。たくさんの方が参加し、子
どもたちの全力の発表が式典を盛り上げ、地域の皆さまが心温まる時間を過ごしていました。



  　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
が
、
令
和

７
年
９
月
か
ら
半
年
間
(３
、
４
、
５

期
分
)減
免
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
も
の
で
、
物
価
高
騰
に
よ
り
厳

し
い
状
況
に
あ
る
生
活
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
一
昨
年
に
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

  　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
附
額
が
、
２
億
９
千
百
万
円

を
超
え
、
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
沼
田
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納
税

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
歳
入
の
増

加
、
返
礼
品
に
よ
る
市
内
消
費
増
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
は
、

寄
附
者
の
意
思
に
従
い
様
々
な
市
の

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

2令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

３ 月
定 例 会

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
25
日
に
開
会
し
、
３
月
18
日

ま
で
の
22
日
間
、
市
当
局
か
ら
の
報
告
、
令
和
７
年
度

予
算
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
教
育

長
の
任
命
同
意
な
ど
計
38
件
と
、
議
会
か
ら
の
請
願
書

１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
当
局

と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

水
道
基
本
料
金
を
 

　
　
　
９
月
か
ら
半
年
間
減
免

ふ
る
さ
と
納
税
が
 

　
　
　
　
　
　
過
去
最
高
額
に

　
今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
た
上
で
、
歴
史
的
、
文
化
的
、
観

光
資
源
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

重
要
な
事
項
の
一
つ
で
す
。
ま
た
市

民
に
も
そ
の
重
要
性
は
広
く
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
沼
田
城
再
建
に
つ
い
て
は
慎
重
な

協
議
と
十
分
な
調
査
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
協
議
を
進
め
る
た
め

に
、
全
庁
的
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

　「
沼
田
城
再
建
の
早
期
実
現
の
機

運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
あ

り
ま
す
が
、市
民
の
声
か
ら
は
、沼
田

城
再
建
の
機
運
は
決
し
て
高
ま
っ
て

は
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
 

　
再
建
そ
の
も
の
に
反
対
で
は
な
く
、

む
し
ろ
慎
重
、
か
つ
計
画
的
な
進
め

方
を
求
め
る
立
場
と
し
て
、
市
民
へ

の
情
報
開
示
、財
源
確
保
の
計
画
、専

門
家
を
交
え
た
調
査
・
研
究
、
そ
れ

ら
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
改
め
て
議
論

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

請
願
に
反
対

請
願
に
賛
成

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
 

　
　
　
　
　
　
　
請
願
を
審
査

　『
沼
田
城
再
建
の
早
期
実
現
を
求

め
る
機
運
醸
成
を
踏
ま
え
た
全
庁
的

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
を
要
望

す
る
請
願
』に
つ
い
て
、審
査
を
し
た

結
果
、賛
成
多
数
に
よ
り「
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。 

　
審
査
の
過
程
で
は
「
多
額
の
費
用

を
投
じ
て
、
発
掘
調
査
等
を
行
っ
た

結
論
や
学
術
的
情
報
、
城
を
所
有
す

る
他
市
町
村
の
事
情
な
ど
財
政
、
観

光
、
文
化
財
な
ど
様
々
な
点
か
ら
城

の
意
義
に
つ
い
て
、市
民
、議
会
に
対

し
、
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
」「
し
っ

か
り
と
周
知
を
行
い
、
民
意
を
問
う

て
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
す
る

の
で
も
遅
く
は
な
い
」
と
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
慎
重
な
意
見
と
し
て
、「
財

政
の
圧
迫
に
な
ら
な
い
範
囲
内
で
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
沼

田
城
の
建
設
は
市
内
の
賑
わ
い
の
創

出
や
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
観
点

で
は
一
定
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

が
、
税
収
の
増
加
や
移
住
人
口
の
増

加
に
つ
い
て
は
、
財
政
面
や
運
営
の

観
点
か
ら
さ
ら
な
る
慎
重
な
調
査
検

討
を
求
め
る
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。　

返礼品として人気のぐんま名月

本
会
議
で
の
討
論
内
容
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国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
お

い
て
措
置
さ
れ
た
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
低
所
得
世
帯
支
援
枠
）
を
活
用
し
、

物
価
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ

る
生
活
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

３
万
円
の
給
付
が
さ
れ
ま
す
。
 

　
通
知
が
届
い
て
い
る
方
で
申
請
が

ま
だ
の
方
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
市

社
会
福
祉
課
ま
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

 　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和

７
年
度
も
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教

育
長
の
給
料
を
減
額
し
ま
す
。
 

　
市
長
は
16
％
、
副
市
長
は
13
％
、

教
育
長
は
10
％
引
き
下
げ
ま
す
。
 

  　
人
事
院
勧
告
で
、
期
末
手
当
の
引

き
上
げ
の
見
直
し
が
勧
告
さ
れ
、
本

市
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
国

に
準
じ
、
所
要
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
議
会

議
員
、
特
別
職
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
改
定
し

ま
し
た
。
 

 　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
妊

産
婦
・
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
を
一
体
的
に
受

け
付
け
る
た
め
、
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
、
主
に
妊
産
婦
や
乳

幼
児
の
相
談
を
受
け
る
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
母
子
保

健
）
と
、
虐
待
や
支
援
を
必
要
と
す

る
子
育
て
家
庭
の
相
談
を
受
け
る

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

（
児
童
福
祉
）
が
一
体
と
な
り
、
連

携
を
強
化
し
て
、
全
て
の
妊
産
婦
・

子
育
て
世
帯
・
子
ど
も
を
対
象
に
、

切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支
援
を
行
い

ま
す
。
 

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
内
容
に
よ
り
、
保
健
師

や
子
ど
も
家
庭
支
援
員
な
ど
の
専
門

職
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

人
事
案
件

・
教
育
長
(同
意
) 

　
竹
之
内
　
篤
　
氏
 

・
監
査
委
員
(同
意
) 

　
諸
田
　
秀
人
　
氏
 

・
人
権
擁
護
委
員
(推
薦
) 

　
内
堀
　
久
美
子
　
氏

広
報
広
聴
準
備
委
員
会
か
ら
 

   　
議
会
運
営
委
員
会
に
答
申

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
 

　
　
　
　
　
　
３
万
円
を
給
付

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

特
別
職
の
給
与
を
減
額

市
議
会
議
員
、特
別
職
、職
員
の

期
末
手
当
支
給
割
合
を
改
定

　
市
民
に
開
か
れ
、
市
民
に
信
頼
さ
 

れ
る
議
会
と
な
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
形
で
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

を
実
施
す
る
こ
と
が
有
用
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、９
名
の
委
員
が
広

報
広
聴
準
備
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、

知
識
の
研
鑽
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
議
会
運
営
委
員
会
に
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。 

報
告
内
容
 

１
　
本
委
員
会
設
置
以
降
、
約
１
年

６
か
月
の
間
、
委
員
の
多
く
が
１

期
目
の
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
12

回
に
わ
た
る
会
議
を
開
催
し
、
こ

れ
ま
で
の
本
市
に
お
け
る
議
会
改

革
、
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
に
向

け
た
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
取

手
市
議
会
へ
の
行
政
調
査
を
実
施

し
、
研
鑽
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

２
　
本
委
員
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
」

の
開
催
は
、
沼
田
市
議
会
基
本
条

例
第
６
条
に
規
定
す
る
「
議
会
は
、

多
く
の
市
民
が
議
会
と
市
政
に
関

心
が
持
て
る
よ
う
、
多
様
な
広
報

手
段
を
活
用
し
、
広
報
活
動
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。」
た
め
に
有

効
で
あ
る
が
、
現
下
の
社
会
の
ニ

ー
ズ
を
考
慮
し
、
よ
り
実
効
性
が

高
く
、
継
続
性
を
持
っ
た
取
組
を

行
う
た
め
に
は
、
実
施
方
法
、
対

象
等
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
議
論
が

必
要
で
あ
る
。
 

３
　
今
日
、地
方
議
会
に
は
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
多
世
代
に
及
ぶ
主

権
者
教
育
の
機
会
の
提
供
を
求
め

る
声
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

点
を
考
慮
す
る
と
、
中
学
生
あ
る

い
は
高
校
生
を
対
象
と
し
た
主
権

者
教
育
と
議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会
を
複
合
的
に
実
施
す
る
こ
と

や
現
行
の「
子
ど
も
議
会
」の
再
構

築
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
余
地
が

あ
る
と
考
え
る
。 

４
　
開
か
れ
た
議
会
、
透
明
性
の
高

い
議
会
の
実
現
に
は
、
地
道
な
が

ら
も
継
続
性
の
あ
る
広
報
広
聴
活

動
が
求
め
ら
れ
る
。
先
述
の
内
容

を
踏
ま
え
、
構
成
替
え
後
に
お
い

て
も
本
委
員
会
を
設
置
し
、
継
続

し
た
調
査
・
研
究
を
行
う
必
要
が

あ
る
。 

５
　
先
述
に
加
え
、
市
議
会
の
広
報

広
聴
機
能
の
一
層
の
充
実
を
考
え

る
と
き
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
と
本
委
員
会
の
組
織
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
こ
と
を

申
し
添
え
る
。



4令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

予
　
　
算

☆課題解決の実践 
☆市内経済の活性化 
☆生活基盤の整備及び子育て支援等の未来への投資

課題解決と未来への投資　～共に創る明日
あ す

の沼田～

　予算審査特別委員会では、正副委員長にそれぞれ星野妙子議員、鈴木誠議員を選出して、令
和７年度予算関連議案を延べ６日間に渡り審査しました。 
　令和7年度当初予算における一般会計、特別会計、および企業会計の総額は387億6,396万
9千円で、前年度比1.7％の増加となっています。厳しい財政状況の中、新たな事業として、
企業誘致推進事業におけるプロモーションの取組や、森林文化都市アクションプラン第1弾と
なるJ-クレジット創出事業など、将来につながる施策が計画されています。また、市町村乗合
バス運行事業や企業誘致推進事業などの優先すべき主要事務事業については、引き続き実施す
る方針が示され、十分な熟慮と入念な検討がなされたものと評価しました。

予算の基本方針

一般会計225億4,800万円
令和７年度予算

〇
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
る
中

「
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
し
、
し
あ
わ
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
　
沼
田
」
の
実

現
に
向
け
た
施
策
の
充
実
を
目
指
し

た
柔
軟
で
な
お
か
つ
適
切
な
予
算
編

成
で
あ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
事

業
予
算
と
し
て
、
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
や
生
き
が
い
対
策
事
業
、

市
町
村
乗
合
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
真

摯
に
熟
慮
さ
れ
た
事
業
と
認
め
高
く

評
価
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

〇
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
、

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
を
直
撃
す
る

中
、
地
域
経
済
を
支
え
る
農
家
や
事

業
者
へ
の
直
接
的
支
援
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
安
解
消

に
取
組
み
、
保
育
園
の
定
数
見
直
し

の
検
討
を
進
め
、
支
援
の
充
実
が
必

要
で
す
。
学
校
の
統
廃
合
で
は
十
分

な
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

説
明
会
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
学
校
づ
く
り
を
求
め
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

予
算
に
反
対

予
算
に
賛
成

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

で
の
討
論
内
容

予算編成のキャッチフレーズ

予算編成の基本方針

対前年度比 
３億9,100万円増
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市
議
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８２７万１千円予算額

地域づくり活動拠点管理運営業務委託料
の内容について 
地域自治推進事業における地域づくり活
動拠点管理運営業務委託料の内容は、榛
名町・清水町・薄根町の3町が相互に協
力し合い、地域づくりを推進するために
組織した「下町地域
づくり協議会」の活
動拠点の整備と人的
支援に必要な費用を
計上したものです。

Ｑ

Ａ

５５６万円予算額

Ｊ－クレジット制度を利用した市有資産
の活用について 
本事業は、利根町地内の市有林約２４０
ヘクタールを対象とし、適切な管理を行
うことでJークレジットを創出するもの
です。本委託料は、そのために必要な経
費として計上しています。創出したJ-
クレジットの具体的な使い道は現時点で
は定まっていませんが、本事業自体が市
有林を適正に管理することを前提として
います。したがって、本事業を通じて貴
重な市有資産である市有
林の継続的かつ適正な管
理を図っていきたいと考
えています。

Ｑ

Ａ

今回の条例改正により、職員との給与の
格差がどうなるのか 
若年層に重点を置きつつ、全ての職員を
対象に平均２.８８％の引き上げとなり　
ます。一方、会計年度任用職員に適用さ
れるフルタイム会計年度任用職員給料表
の改定では、平均１１.８６％の引き上
げとなり、全体として会計年度任用職員
の引き上げ率が大幅に上回る状況です。
また、会計年度任用職員の期末勤勉手当
については、常勤職員の半分の支給月数
の引き上げとなります。これまでも会計
年度任用職員は再任
用職員と同じ支給月
数であったため、今
回も再任用職員と同
様の引き上げ幅とし
ました。

Ｑ

Ａ

３５５万４千円予算額

こども家庭センター設置による期待され
る効果について 
これまでも健康課が設置する「子育て世
代包括支援センター」と、子ども課が設
置する「子ども家庭総合支援拠点」が連
携して対応していました。両機関は特定
妊婦や要支援児童等を支援対象に含んで
いるため、母子保健と児童福祉の両機関
を維持しつつ、一体的に運営することで
相談体制を強化できます。これにより、
虐待への予防的な対応
から、個々の家庭に応
じた支援まで切れ目の
ないサポートを提供で
きると考えています。

Ｑ

Ａ

議案の審査に当たり、市に対して様々な質疑を行いましたので、一部を紹介します。

会計年度任用職員の給与及び 
費用弁償に関する条例改正

子ども相談事業

地域自治推進事業

資産活用事業

が気になる! !新年度予算ココ



6令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

予
　
　
算

３億７,７６４万３千円予算額

導入可能性調査業務委託料の事業内容に
ついて 
現在進めている浄水場基本設計により、
新浄水場から現行の上水道（高・中・低
区）配水エリアまでの配水方式や、新浄水
場の各施設の数量・規模、送水管および
配水池の口径・容量などが確定した段階
で、官民連携による事業実施の導入可能
性調査を行う予定です。また、工事請負費
については、老朽化に伴い更新が必要と
なった沼田浄水場の電気計装更新工事
（令和３年度から継続中）や、沼田横塚産
業団地への送水と高区配水エリアの送水
量不足を改善するための高区送水ポンプ
更新工事および
その電気設備工
事に必要な費用
を計上していま
す。

Ｑ

Ａ

２億８,９１３万円予算額

電子地域通貨事業の委託料減額について 
プレミアムキャンペーンの実施予定回数
を減らしたことにより、決済事業者への
委託料を減額しました。プレミアムキャ
ンペーンは、大幅なチャージ収入が見込
まれる一方で、それに比例して委託料も
増加します。キャンペー
ン実施の原資確保などを
総合的に考慮し、予算を
計上しています。

Ｑ
Ａ

１億４８２万円予算額

ぬまくるの利用状況と利用促進について 
デマンドバス「ぬまくる」の利用状況に
ついては、令和5年度の輸送人員が１万
５，０１８人、令和6年度は１月末時点
で１万４，６８２人となっています。利
用促進に向けては、市有施設への「乗り
方ガイドマップ」の設置や、イベントで
の周知活動などを予定しています。

Ｑ
Ａ

１億７,４９９万３千円予算額

給食賄材料費の減額について 
学校給食を提供する児童生徒等の見込み
人数に、これまでと同額の学校給食費を
乗じて計上しているものであり、前年度
から減額となった主な理由としては、対
象となる児童生徒数が
減少したことによるも
のです。

Ｑ
Ａ

２万５千円予算額

どのような取組がされるのか 
地域の皆さまには、さまざまな形態での
ボランティア活動を通じて、子どもたち
の見守りにご協力いただいています。「地
域の子どもは地域で守る」を基本に、それ
ぞれの生活スタイルに合わせた「ながら
見守り」を推進する仕組みです。ウォーキ
ングや買い物、通勤、花の水やり、ジョギ
ング、配達、農作業など、日常の行動の中
で児童生徒の登下校の安全
を見守っていただくことで、
地域全体で子どもたちを見
守る環境づくりを目指して
います。

Ｑ
Ａ

浄水施設改良費 電子地域通貨事業

沼田市通学路見守りサポート事業

市町村乗合バス運行事業

沼田給食センター給食費



7 令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
財
政
状
況
の
推
移
と
予
測
お
よ
び

歳
入
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
浄
水

場
更
新
や
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

新
設
な
ど
、
大
型
事
業
が
動
き
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
厳
し

さ
を
増
す
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

未
来
へ
の
投
資
が
、
収
入
と
し
て
形

に
な
る
の
も
し
ば
ら
く
先
で
あ
る
こ

と
か
ら
、歳
入
状
況
の
傾
向
も
、厳
し

さ
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
市
民
税
の
推
移
と
予
測
、
固
定
資

産
税
の
収
納
状
況
お
よ
び
市
税
の
収

納
率
向
上
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

ま
し
た
が
、
就
業
率
の
増
加
に
は
限

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
ゆ
る

や
か
に
下
降
し
て
い
く
も
の
と
予
測

し
て
い
ま
す
。ま
た
、固
定
資
産
税
の

収
納
率
は
、
１
月
末
現
在
で
前
年
度

比
０
・
１
１
％
の
増
で
す
。
収
納
率

向
上
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
納
付
方

法
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
納
期

内
納
付
の
推
進
と
戸
別
訪
問
に
よ
り
、

市
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
 

　
老
朽
化
し
た
暗
渠
部
分
の
配
管
と

生
活
道
路
の
危
険
箇
所
把
握
、
孤
立

地
区
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
各
種
配
管
の
状
況
把
握
や
老
朽
化

対
策
に
努
め
、
道
路
等
の
危
険
箇
所

や
孤
立
地
区
の
危
険
性
を
踏
ま
え
た

備
え
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
安

全
対
策
の
強
化
や
市
民
へ
の
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
ぬ
ま
く
る
の
取
組

と
発
展
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
 

　
広
報
活
動
や
乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
追

加
等
、
利
便
性
向
上
を
図
る
取
組
に

よ
り
利
用
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
評
価
し
、
利
用
状
況
の
分

析
を
行
っ
た
上
で
、
公
共
交
通
全
体

の
在
り
方
と
併
せ
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
全
庁
を
挙
げ
た
移
住
の
推
進
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
全
国
的
な
少
子
超

高
齢
社
会
と
な
り
、
地
方
自
治
体
の

人
口
減
少
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
は
、
地
域
の
活
力
低
下
や
将
来
的

な
財
政
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ
、

我
々
は
積
極
的
か
つ
戦
略
的
に
生
産

年
齢
人
口
の
獲
得
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
と
い
う
大
組

織
で
す
か
ら
、
縦
の
系
統
と
役
割
が

な
け
れ
ば
行
政
運
営
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
現
状
の
延
長
で
の
役
割
仕
事
で

は
限
界
が
あ
り
、組
織
を
超
え
て
、役

割
や
上
下
の
忖
度
な
し
に
目
的
と
責

任
に
お
い
て
各
課
が
進
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
群
馬
県
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
協
調
し
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
対
面
や
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
随
時

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、本

市
の
魅
力
を
伝
え
、
体
験
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、季
節
に
応
じ
た「
田
舎

体
験
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
、本
市
へ
の

来
訪
機
会
を
つ
く
り
、
ま
ず
は
本
市

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、本
年
度
の

実
績
に
つ
い
て
は
、
１
月
末
現
在
で

８
世
帯
、
17
人
の
方
が
本
市
の
施
策

を
利
用
し
て
移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
負
担
金

の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
現
在
、

佐
山
町
地
内
で
建
設
が
進
む
民
間
の

最
終
処
分
場
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
稼
働
す
る
に
当
た
り
、
市
へ
の
歳

入
、
特
に
環
境
保
全
負
担
金
等
の
見

込
み
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。
 

　
本
市
に
お
い
て
も
、
他
の
公
共
団

体
か
ら
の
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
際

に
は
、
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
負

担
金
の
導
入
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市政を問う!!
Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

沼
田
市
の
経
営
と
安
全
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち

山
宮
　
敏
夫

人
口
減
少
対
策
・
歳
入
の
増
加
に
つ
い
て

小
野
塚
　
正
樹

Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

一般質問



8令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
ぬ
ま
た
未
来
創
造
学
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
 

　
地
域
を
愛
し
親
し
む
心
、
地
域
を

誇
り
に
思
う
心
を
育
み
、
複
雑
な
現

代
社
会
を
生
き
抜
く
人
間
力
を
培
う

た
め
、
市
内
の
全
小
中
学
校
お
よ
び

幼
稚
園
の
教
育
活
動
に
導
入
し
ま
し

た
。課
題
は
、教
育
研
究
所
に
お
け
る

さ
ら
な
る
実
践
的
な
研
究
の
充
実
、

各
学
校
で
の
学
び
の
発
信
お
よ
び
探

究
的
な
学
び
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
な
ど
を
さ

ら
に
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。
 

　
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、「
学
び

合
い
」と「
振
り
返
り
」を
重
視
す
る

と
と
も
に
、
一
人
一
台
端
末
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
一
体
的
な
充
実
、
個
に
応
じ
た
指

導
や
探
究
的
な
学
習
活
動
の
推
進
を

重
点
に
、
授
業
を
工
夫
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
人
間
関

係
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て
教
育
長

に
伺
い
ま
す
。
 

　
学
級
内
で
、
よ
り
良
い
人
間
関
係

を
築
き
、
対
話
と
交
流
を
図
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
よ
り
良
い
社
会
や
幸
福

な
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に

は
、主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
力
、感

情
や
行
動
を
統
制
す
る
力
、
お
互
い

の
良
さ
や
違
い
を
生
か
し
て
協
働
す

る
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
思
い
や
り
な
ど
の
人
間
性

等
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、
学
級
担
任
が
日
常
的
に
児
童

生
徒
の
実
態
の
把
握
や
理
解
に
努
め
、

一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
や
責
任
を

果
た
し
な
が
ら
、
長
所
や
短
所
な
ど

を
カ
バ
ー
し
合
い
、
全
員
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー

に
な
れ
る
集
団
づ
く
り
に
努
め
て
い

け
る
よ
う
、
学
級
経
営
の
充
実
を
柱

と
し
た
取
組

を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。
 

【
人
口
減
少
社
会
で
の
労
働
力
確
保
】 

　
長
野
県
塩
尻
市
の
「
ス
ナ
バ
」「
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
」
の
よ
う
な
市
内
就
労
に
つ

な
が
る
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

Ａ
長
野
県
塩
尻
市
の
取
組
は
創
業
支

援
や
事
業
者
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
場
「
シ
ビ
ッ

ク
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拠
点
づ

く
り
と
し
て
、
大
変
素
晴
ら
し
い
事

業
で
あ
り
、若
者
の
地
元
就
労
、地
元

定
着
の
点
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
 

　
就
労
を
受
け
入
れ
る
市
内
企
業
の

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
に
必
要
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
住
相
談
会
な

ど
の
ほ
か
に
「
学
生
の
た
め
の
利
根

沼
田
企
業
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し

た
。関
係
機
関
と
連
携
し
、効
果
的
な

情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
外
国
人
労
働
者
に
沼
田
市
を
選
ん

で
も
ら
う
た
め
、
市
内
企
業
と
連
携

し
て
外
国
人
技
能
実
習
生
監
理
団
体

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

　
監
理
団
体
は
監
理
支
援
機
関
に
移

行
さ
れ
、
詳
細
は
未
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
今
後
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。
 

【
人
手
不
足
が
進
む
中
で
の
企
業
の
生

産
性
向
上
の
実
現
】 

　
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
省
人
化

を
推
進
し
、
支
援
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。
 

　
国
の
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

金
な
ど
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、
副
業
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
推
進
し
、

事
業
者
支
援
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。
 

　
技
術
革
新
や
新
た
な
事
業
創
出
を

生
み
出
す
た
め
の
新
た
な
支
援
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
地
域
課
題
解
決
や
新
た
な
産
業
・

事
業
の
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
、
民
間
企
業
と
の
連
携
の

仕
組
み
を
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一般質問
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

齋
藤
　
智

ＱＡＱ

Ａ

Ｑ Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ 就
労
機
会
の
確
保
と
新
た
な
産
業
振
興
に
つ
い
て

桑
原
　
敏
彦



　
沼
田
公
園
長
期
整
備
構
想
は
構
想

か
ら
30
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
構
想
を
ど
の
よ
う
に
時

代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い
く
べ

き
か
伺
い
ま
す
。
 

　
沼
田
公
園
長
期
整
備
構
想
自
体
の

見
直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

提
出
さ
れ
る
予
定
の
沼
田
城
跡
調
査

総
括
報
告
書
の
内
容
を
十
分
に
精
査

し
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
本
市
で
は
「
沼
田
市
障
害
者
福
祉

計
画
」を
策
定
し
、計
画
に
基
づ
い
て

障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
障
が
い
者
の
自
立
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
福
祉
事
業
推

進
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
国
・
県
等
の
動
向
を
注
視
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
社
会
参
加
の

促
進
等
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、全
て
の
市
民

が
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

地
域
の
中
で
互
い
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ぬ
ま

た
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
い
、
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
理
解
促
進
に
努
め

て
い
ま
す
。
 

　
学
校
と
地
域
住
民
が
連
携
を
深
め

て
い
く
た
め
に
、
本
市
で
現
状
取
組

ん
で
い
る
こ
と
と
、
今
後
ど
の
よ
う

に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
計
画
が
あ

る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
 

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
は
、
市
内
の
全
て
の
小
中
学
校

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し

て
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、地
域
と
学
校
が
連
携
し
、子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
や
学
び
の
場

を
よ
り
豊
か
に
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。
 

　
災
害
時
に
迅
速
な
安
否
確
認
が
で

き
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
・

個
別
避
難
計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
防
災
、
福
祉
担
当
部
局
を
中
心
に

更
新
作
業
を
行
い
、２
，９
６
１
人
の

方
が
登
録
し
、
内
４
８
６
人
の
方
が

個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
で
の
有
効
活
用
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
避
難
所
の
環
境
整
備
向
上
と
沼
田

市
に
お
け
る
ス
フ
ィ
ア
基
準
（
避
難

所
の
国
際
基
準
）
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
 

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
「
群
馬
県

避
難
ビ
ジ
ョ
ン
」を
踏
ま
え
、ス
フ
ィ

ア
基
準
を
参
考
に
し
て
、
避
難
所
運

営
に
お
け
る
環
境
整
備
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
自
主
防
災
会
と
防
災
士
の
協
力
体

制
構
築
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
全
地
区
で
設
立
が
実
現
し
た
自
主

防
災
組
織
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
、

防
災
士
皆
さ
ま
に
ご
支
援
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
大
正
ロ
マ
ン
エ
リ
ア
の
魅
力
発
信

と
施
設
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
歴
史
的
建
造
物
の
復
原
移
築
工
事

が
完
了
し
、
市
街
地
区
域
の
回
遊
効

果
に
期
待
し
ま
す
。
殿
様
パ
ン
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
や
イ
ベ
ン

ト
で
の
利
活
用
を
行
っ
て
お
り
、
魅

力
発
進
と
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
妊

娠
前
の
健
康
管
理
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

活
用
と
啓
発
活
動
、
情
報
発
信
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
課
、健
康
課
、子
ど
も
広
場

で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
二

十
歳
を
祝
う
会
「
ハ
タ
チ
か
ら
の
参

考
書
」へ
の
動
画
掲
載
と
、機
会
を
捉

え
て
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市政を問う!!
Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

時
代
に
合
わ
せ
た
沼
田
公
園
長
期
整
備
構
想

相
澤
　
宗
利

次
世
代
に
つ
な
ぐ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

星
野
　
妙
子

ＱＡ

ＡＱＡ

プレコンセプションケア 
妊娠前の健康管理 

リーフレット（沼田市子ども課）

9 令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問



10令和７年５月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業

に
適
応
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
事
業
の
完
了
に
は
至
ら
な
い
た

め
、
事
業
認
可
機
関
で
あ
る
群
馬
県

と
令
和
16
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
延

伸
を
主
な
も
の
と
し
、
変
更
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
、

人
々
が
ま
ち
に
求
め
る
機
能
が
多
様

化
す
る
中
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
住

民
が
世
代
を
超
え
て
、
ま
ち
に
愛
着

を
も
ち
、子
ど
も
、若
者
、高
齢
者
な

ど
多
様
な
人
々
の
生
活
の
場
と
し
て
、

魅
力
と
活
力
あ
る
充
実
し
た
空
間
を

形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
ま

で
蓄
積
さ
れ
た
様
々
な
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
学
校
給
食

の「
質
の
確
保
」の
状
況
に
つ
い
て
教

育
長
に
伺
い
ま
す
。
 

　
献
立
の
工
夫
や
食
材
の
調
達
コ
ス

ト
を
下
げ
る
日
々
の
取
組
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学

校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
利
南
運
動
公
園
の
名
称
を
（
仮
称
）

利
南
平
和
運
動
公
園
へ
改
め
、
沼
田

市
民
憲
章
の
前
文
の
趣
旨
を
改
め
て

公
表
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
 

　
平
和
意
識
を
醸
成
す
る
取
組
の
み

な
ら
ず
、
形
と
し
て
何
か
を
残
す
と

い
う
、
利
南
運
動
公
園
の
名
称
変
更

に
つ
い
て
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も

の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
同
公
園

の
名
称
に
つ
い
て
は
、
整
理
す
べ
き

課
題
等
を
見
据
え
、引
き
続
き
、研
究

し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

　
都
市
公
園
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
る
沼
田
公
園
の
安
全
安
心
な
公

園
整
備
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
安
全
安
心
な
公
園
の
維
持
の
た
め
、

通
年
で
行
っ
て
い
る
遊
具
な
ど
の
施

設
や
樹
木
の
点
検
に
加
え
、
環
境
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

遊
具
お
よ
び
休
憩
施
設
な
ど
の
点
検
、

維
持
お
よ
び
更
新
を
行
い
、
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
中
心
的
な
公
園
と

し
て
、
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
次
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
込
め

ら
れ
た
市
長
の
思
い
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ま
た
現
在
の
沼
田
市
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 「
課
題
解
決
と
未
来
へ
の
投
資
〜

共
に
創
る
明
日
の
沼
田
〜
」
を
キ
ー

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
、
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
、

優
先
度
、
熟
度
等
を
精
査
し
た
上
で
、

「
選
択
」
に
よ
り
事
業
の
重
点
化
を

図
る
こ
と
を
方
針
と
し
、
取
組
ん
だ

も
の
で
す
。
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
構
成
比
が

歳
入
全
体
の
３
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
の
割
合
が
大
き
く
、
さ
ら
に
、
多

額
の
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
に
よ

り
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
財
政
課
財
産
管
理
係

と
Ｆ
Ｍ
推
進
係
が
統
合
す
る
形
で
新

設
さ
れ
る
予
定
の
資
産
活
用
課
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
 

　
沼
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
実
施
体
制
を
強
化
し
、
併
せ
て
、

各
課
で
所
管
し
て
い
る
建
築
修
繕
等

の
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
財

政
課
か
ら
財
産
管
理
・
資
産
活
用
部

分
を
独
立
さ
せ
、新
た
に「
資
産
活
用

課
」
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

一般質問
街
な
か
の
今
後
 給
食
の
質
確
保
 戦
後
80
年
へ

高
柳
　
勝
巳

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＱＡ

ＱＡ

ＱＡ 市
民
生
活
の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

鈴
木
　
誠

10年延伸された中心市街地土地区画整理事業の区域



　
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ

る
訪
問
介
護
事
業
所
の
影
響
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。 

　
都
市
部
と
比
較
し
て
移
動
距
離
が

長
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
よ

り
影
響
が
あ
る
も
の
と
憂
慮
し
て
い

ま
す
。
国
の
動
向
を
見
守
る
と
と
も

に
、
新
加
算
制
度
等
の
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
物
価
高
騰
の
な
か
、
高
齢
者
へ
の

生
活
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

白
沢
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

を
安
価
に
据
え
置
く
と
と
も
に
、
高

齢
者
バ
ス
路
線
利
用
促
進
事
業
や
高

齢
者
へ
の
温
泉
施
設
利
用
助
成
な
ど

の
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
者
の
負
担
軽
減
お
よ

び
生
活
支
援
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
都
市
間
交
流
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
取
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き「
田
舎
体
験
ツ
ア
ー
」や

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
展
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充

実
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
「
沼
田
市
新
た
な
学
校
づ
く
り
実

施
計
画
」（
案
）
説
明
会
で
出
さ
れ
た

意
見
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
さ
れ
る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。
 

　
通
学
手
段
や
通
学
時
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
を
設
け

た
上
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
活
用

や
新
規
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
ほ
か
、
公
共
交
通
の
充
実
に
よ
る

通
学
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
統
廃
合
に
関

す
る
多
く
の
課
題
解
決
に
当
た
り
、

統
廃
合
に
伴
う
調
整
・
協
議
・
検
討

等
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
少
し
で
も
早
い
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
が
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
ま
す
。
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
導
入
に
向
け
て
、
様
々
な
課
題
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
教
育
長
に

伺
い
ま
す
。
 

　
各
学
校
で
様
々
な
対
策
や
工
夫
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

に
配
慮
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
導
入
す
る
時
期
や
手
法
等
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
今
進
め
ら
れ
て
い
る
、
学
校
規
模

適
正
化
、
適
正
配
置
が
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考

え
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
 

　
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て

の
学
校
が
な
く
な
る
場
合
、
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

役
割
を
補
う
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

わ
る
関
係
部
署
と
連
携
し
た
取
組
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
森
林
文
化
都
市
を
目
指
し
、
市
と

し
て
環
境
政
策
を
本
気
で
推
し
進
め

る
た
め
に
も
、
大
人
も
玉
原
高
原
の

貴
重
な
ブ
ナ
林
に
触
れ
、
身
近
な
地

域
資
源
に
つ
い
て
学
び
、
生
涯
学
習

の
成
果
を
地
域
の
た
め
に
役
立
て
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
大
人

も
対
象
に
、
た
ん
ば
ら
・
森も

林り

の
学

校
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
 

　
た
ん
ば
ら
・
森も

林り

の
学
校
事
業
は
、

児
童
が
玉
原
高
原
の
価
値
を
認
識
し
、

「
森
林
文
化
都
市
ぬ
ま
た
」
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
の
促
進
を
図
る
も
の
で

す
。事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、そ
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
内
児
童
を
対
象

と
し
て
、
実
施
内
容
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市政を問う!!
Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

高
齢
者
福
祉
　
都
市
間
交
流
　
学
校
統
廃
合

大
東
　
宣
之

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て

井
上
　
弘

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ
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景
観
に
つ
い
て
調
査
の
振
り
返
り
 

　
私
た
ち
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
２
年
の
任
期
中
に
甘
楽
郡
甘
楽

町
と
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
景
観
に
対

す
る
取
組
と
そ
の
効
果
を
視
察
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
甘
楽
町
に
お
い
て
は
、
甘
楽
町
景

観
条
例
を
平
成
29
年
４
月
に
施
行
し

景
観
整
備
に
着
手
し
て
お
り
、
地
域

の
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
景
観
を

表
彰
す
る
制
度
や
、
小
幡
地
区
を
重

点
地
区
と
し
て
武
家
屋
敷
な
ど
の
整

備
保
存
が
進
ん
で
お
り
、
住
民
も
観

光
客
も
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
 

　
新
潟
県
南
魚
沼
市
で
は
、
旧
三
国

街
道
の
一
部
、
牧ぼ
く

之し

通
り
に
お
い
て

は
、
雪
国
な
ら
で
は
の
困
り
ご
と
の

除
雪
や
、
排
雪
な
ど
を
う
ま
く
生
か

し
た
道
路
整
備
と
、
そ
れ
に
伴
い
統

一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
街
並
み
を
そ

ろ
え
る
取
組
が
行
わ
れ
、
国
土
交
通

省
の
｢都
市
景
観
大
賞
｣を
受
賞
し
て

お
り
、
地
域
と
行
政
の
協
力
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
 

沼
田
市
の
景
観
に
つ
い
て
 

　
市
街
地
に
は
真
田
の
歴
史
と
城
下

町
と
し
て
の
風
情
、
大
正
ロ
マ
ン
エ

リ
ア
の
文
化
的
景
観
が
あ
り
、
玉
原

高
原
や
河
岸
段
丘
、
吹
割
の
滝
な
ど

の
自
然
や
田
園
風
景
も
景
観
に
な
り

ま
す
。
ま
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
に

つ
い
て
も
広
域
圏
で
見
れ
ば
素
敵
な

景
観
街
道
だ
と
考
え
ら
れ
、
可
能
性

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
状
の
確
認
に
つ
い
て
 

　
市
内
に
は
多
く
の
景
観
的
要
素
が

あ
ふ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
取

り
ま
と
め
る
条
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
な
い
の
が
課
題
で
す
。
 

景
観
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
 

　
委
員
会
で
は
景
観
の
必
要
性
を
認

識
し
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
沼
田

市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
景
観
計
画
の
策
定
や
景
観
条
例
の

制
定
に
は
、
群
馬
県
と
協
力
し
、
景
観

行
政
団
体
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
委
員
会
と
し
て
は
、市
長
へ「
街
並

み
景
観
計
画
の
作
成
」「
農
村
地
域
に

お
け
る
景
観
の
保
全
」「
具
体
的
な
施

策
の
実
施
」「
市
民
参
加
に
よ
る
景
観

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
と
大
き
く
４

つ
の
項
目
に
ま
と
め
て
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
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編
集
後
記

　
早
い
も
の
で
令
和
５
年
の
改
選

か
ら
２
年
が
経
過
し
、
今
期
折
り

返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
が
構

成
替
え
前
の
最
後
の
議
会
だ
よ
り

と
な
り
ま
す
。 

　
沼
田
市
で
は
、
深
刻
な
人
口
減

少
に
伴
う
課
題
に
加
え
、
浄
水
場

や
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、

沼
田
横
塚
産
業
団
地
の
企
業
誘
致
、

学
校
統
廃
合
な
ど
、
重
要
な
事
業

が
進
行
中
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

着
実
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
は
戦
後
80
年
の
節

目
で
あ
り
、
改
め
て
地
域
の
発
展

と
市
民
の
生
活
の
向
上
に
向
け
た

責
任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
過

去
に
思
い
を
は
せ
、
平
和
の
尊
さ

に
感
謝
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
未

来
を
築
く
た
め
に
議
会
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

　
今
後
も
市
政
の
現
状
や
課
題
を

広
く
お
伝
え
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
考
え
、
歩
ん
で
い
け
る

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

引
き
続
き
、
市
政
へ
関
心
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
編
集
委
員
　
今
成
　
敦
子

発
行
／
沼
田
市
議
会
 

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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／
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次
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
 

(火
)か
ら
の
予
定
で
す
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
 

継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
日
程

　
沼
田
市
議
会
で
は
、
委
員
会
ご
と
に
先
進

自
治
体
の
行
政
調
査
や
管
内
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
景
観
の
保

全
お
よ
び
計
画
の
策
定
に
関
す
る
要
望
書

を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。


